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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 167.4 ha

平成 16 年度　～ 平成 31 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標　　地域と人の基盤整備による健全で安全な新しいまちづくり

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/ｈａ H16 H20

％ H16 H20

㎡ H16 H20

回 H17 H20

13068

公開講座（市民講座）の実施 公開講座（市民講座）の実施回数 地域住民を対象としたまちづくりに関する講座・意見交換等通じ
た、まちづくりの担い手の育成

8 24

商業店舗床面積 商業店舗の増加面積 商業店舗が増加すると、町が活性化され住民の利便性が増し、快適な町
になる。

11880

77

消防活動困難度 ４ｍ以下の狭小道路整備率 狭小道路を整備し、災害の防止、緊急車両が通過でき、安心して住める町
づくりが図られる。

20.4 8.1

地域内居住者数の増加率 ヘクタールあたりの人口増加率 事業により宅地の利用増進により人口増加が図られる 67

・　中心市街地、ＪＲ前橋駅から至近距離にありながら道路網の整備が遅れ、幅員狭小のものが多い状況にある。また、地区東部、南部では、農地が無秩序に宅地化されてきており、近年の交通量の増大に伴い、幹線道路等の基盤整備を進めないと今
　  後さらに混雑を招くことが懸念される。
・　現在の工科大学の施設規模及び機能では、地域コミュニティ活性化、まちづくりの担い手の育成を図る公開講座や交流機能を充実させることが困難である。
・　六供地区は、居住人口及び昼間人口が増加しており、工科大学施設整備を通じて緊急避難所機能の強化が課題となっている。

　都市計画マスタープランでは、前橋駅南側に点在する市民文化会館や県立文書館、県生涯学習センターなどの文教施設を活かした、芸術性・文化の香り高いにぎわいのある文教のまちを目指します。
　特に、教育面においては、学科改編による大学改革を推進し、地域ニーズに対応できる実践的専門技術者の養成、バイオテクノロジーや福祉・医療等先端技術の開発、推進による地域産業への貢献的な役割を担うことなどで、地域社会に有用な地域
の拠点となる大学整備を目指します。大学を中心とした地域住民と学生等が一体となった地域コミュニティの活性化と、緊急避難所施設や道路の整備を図り、地域にとって安全で安心なまちづくりを目指します。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値
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計画期間 交付期間 20

目標１　区画整理事業や六供地区近隣公園整備の地域基盤整備により、交通混雑の緩和や良好な住環境の形成を図る、安全で健全なまちづくり
目標２　大学を中心に学生と地域住民が一体となった地域コミュニティの形成と新たなまちづくりの担い手の育成
目標３　大学施設を防災施設として活用したまちの防災安全機能強化

・　本地区は、中心市街地及びＪＲ両毛線前橋駅に至近距離にありながら道路網の整備が遅れ、幹線道路は県道前橋・玉村線が通過しているに過ぎない。
・　他の市道は総体的に幅員狭小のものが多く、公共施設が不足している状況にある・。
・　また本地区は昭和５０年頃より人口の増加が見られ、特に地区東部や南部の地域では農耕地が無秩序に宅地化されてきており、近年の交通量は増大している。
・　区画整理事業区域に隣接した工科大学は、高度な知識を習得した人材を養成するとともに、大学図書館の一般開放や公開講座を実施するなど地域住民・経済に根ざした大学を目指した運営を行っている。
・　また、工科大学は、大学のある上佐鳥町及びその周辺町の地域防災計画の一次避難所に指定されている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・地域創造支援事業
　健全で安全な効果的なまちづくりを進めるため、土地区画整理事業等の地域基盤の整備と合わせ、前橋工科大学の機能を活用し、大学を中心に学生や
地域の住民が一体となった地域コミュニティの形成や新たなまちづくりの担い手を育成する人の基盤を整備する必要がある。また、大学施設を防災施設とし
て活用し、防災安全機能の強化を図る必要がある。このように、地域と大学が協働するまちづくりを推進するための拠点となる大学の管理講義棟建設を行
う。

・大学管理講義棟整備事業
・大学管理講義棟外構、駐車場整備

施設の維持管理、清掃等への住民等の参加・・・・・公園愛護会の設置

方針に合致する主要な事業
・土地区画整理事業
本地区は、円滑な交通処理を図るため前橋と高崎を結ぶ幹線道路として、都市計画道路・江田天川大島線（地区内延長１３００ｍ、幅員２７～３０ｍ、片側２
車線）の整備を道路特会区画整理事業により進めるとともに、それに関連し、地区内の区画道路については都市再生土地区画整理事業

・公共団体土地区画整理事業
・都市再生土地区画整理事業

・高質空間形成施設事業
土地区画整理事業により適正に配置された公園の内、近隣公園の1カ所の施設整備について地元と十分な協議を重ね整備を行う。

・公園施設の高質化（ベンチ・水飲み場・東屋・トイレ・休憩所）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 前橋市 直 － Ｈ16 Ｈ31 Ｈ16 Ｈ20 48 35 35 35

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業 前橋市 直 133.8 Ｈ13 Ｈ31 Ｈ16 Ｈ20 3,771 2,430 2,430 2,430

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,819 2,465 2,465 2,465 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
前橋市 直 3,198.45㎡ H17 H26 H18 H20 1,436 930 930 930

0

0

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 1,436 930 930 930 …B
合計(A+B) 3,395

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
前橋市 133.8 ○ Ｓ58 Ｈ31 38,919

合計 38,919

交付対象事業費 3,395 交付限度額 1,358 国費率 0.4

0

0

うち民負担分

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

－

－

－

－

規模

－

－事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

公共団体等区画整理事業

事業期間（いずれかに○）

六供地区

事業主体

地域創造
支援事業

大学管理講義棟等整備事業

事業
細項目

事業主体事業箇所名

－

（参考）事業期間

六供地区

－

全体事業費

－

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

所管省庁名事業箇所名



都市再生整備計画の区域

　六供地区（群馬県前橋市） 面積 167.4 ha 区域
前橋市六供町の全部と六供町四丁目、南町二丁目、天川原町,上佐鳥町、橳
島町の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。



地域内住居者数の増加率 （人/ｈａ） 67 （Ｈ16年度） → 77 （Ｈ20年度）

消防活動困難度 （　％　） 20.4 （Ｈ16年度） → 8.1 （Ｈ20年度）

商業店舗床面積 （　㎡　） 11880 （Ｈ16年度） → 13068 （Ｈ20年度）

公開講座(市民講座）の実施 (回) 8 (H17年度） → 24 （Ｈ20年度)

六供地区（群馬県前橋市）　整備方針概要図

代表的な

指標
目標

都市再生区画整理事業での区画道路の整備と、高質空間形成施設事業での六

供地区近隣公園（六供天神公園）ほか３カ所の整備について、六供土地区画整理

事業と相互に整合を図りながらまちづくりを進め、居住環境の効果的な向上等に

努める。

  また、隣接する大学の機能を活用し、学生と地域住民が一体となった地域コミュ

ニティの形成と新たなまちづくりの担い手を整備する。加えて、大学施設を防災施

設として活用し、地域と大学が協働するまちづくりを推進する。

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

基幹事業
高質空間形成施設 六供天神公園

提案事業
大学管理講義棟等整備事業

基幹事業
六供土地区画整理事業


